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第 3 章 プロジェクトの内容 

3.1 プロジェクトの概要 

エチオピア国の地方給水事業の上位計画は水資源省が策定した水分野開発計画（WSDP: Water 

Sector Development Program）2002 年である。この開発計画の中の給水衛生開発プログラム（WSSDP: 

Water Supply and Sanitation Development Program）において 基準年を 2001 年として目標 2016 年の村

落給水普及率を全国と各州別に設定している。アムハラ州は 2001 年の 23%の普及率を 2016 年に

62.0%にするとしている。これらを達成するために必要な給水施設建設が提案されている。 

上記の目標達成に供するため、本計画では表-3.1 に示す井戸掘削リグと工事支援機材、地下水開

発関連機器、井戸用ケーシングパイプおよびスクリーンの調達を行うものである。本計画の実施に

より、アムハラ州における給水施設建設能力および給水率の向上を図り、住民の生活環境の改善に

寄与する。アムハラ州はこれらの調達された資機材を用いて自己資金により井戸 200 本分の給水施

設の建設を行う計画である。 

表-3.1 調達機材の内容および数量 
資機材名称 仕様 数量

トラック搭載式ロータリー井戸掘削リグ 掘削径 DTH: 9-5/8”、ﾛｰﾀﾘｰ: 12-1/4”  
掘削深度 250m  

2 

浅井戸仕上げ用エアーリフト コンプレッサー、揚水管 3” 2 
クレーントラック 3 トンクレーン付トラック 2 井戸工事支援トラック 
カーゴトラック 15 トン トラック 2 
電気検層器 比抵抗、SP 300m 1 
電気探査器 VES、二次元探査 1 
携帯用水位計 100m x 2、200m x 2 4 

地下水調査機器 

携帯用水質計 EC、pH 1 
揚水試験機器（クレーントラック搭載） クレーン付トラック、ゼネレータ、

水中ポンプ、揚水管 
1 

浅井戸用 口径 100mm 160 本分 1 式 uPVC ケーシングパイプ

およびスクリーン 深井戸用 口径 150mm 40 本分 1 式 
 

本基本設計調査のプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）は、次の表-3.2 に示すとおり

である。 
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表-3.2 プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

プロジェクトの要約 指標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 
アムハラ州の住民の生活環境

が改善される。 

 
a) 対象村落住民の水因性疾

病が減少する。 
b) 給水施設が稼動しており、

年間を通して対象住民に

よって利用されている。 

 
a) 事業実施後のモニタリン

グ調査結果 
b) 保健省資料 
c) 統計資料 

 
a) 社会経済状況が悪化しな

い。 

プロジェクト目標 
対象地域の住民に安全な水が

供給される。 

 
a) 対象地域に井戸 200 本分の

給水施設（給水人口約

92,000 人相当）が建設され

る。 
b) 給水施設が運転される。 

 
a) 事業実施後のモニタリン

グ調査結果 
b) 水利用者組合の給水施設

運転記録 
 

a) 水利用組合の運営・維持管

理活動が低下しない。 

成果 
a) 対象地域に浅井戸・深井

戸による給水施設が整備

される。 
b) 給水施設を持続的に運営

維持管理するための利用

者組織が設置される。 

 
a) 新しい給水施設が整備さ

れている。 
b) 水利用者組合のメンバー

が運営・維持管理に必用な

知識を習得する。 
 

 
a) 給水施設の施工記録 
b) 井戸に関する基礎データ 
c) 水利用者組合の登録者記

録 

 
a) 水資源管理開発局の運営・

維持管理支援体制に変更が

ない。 

a) 実施機関による建設費、維

持管理費が減少しない。 
b) 実施機関の担当技術者が

退職しない。 

活動 
日本国側 
機材調達 
ロータリーリグ、工事支援車

両、電気探査機器類、揚水試験

機器、ケーシングパイプおよび

スクリーン 
 
エチオピア国側 
井戸掘削・給水施設の建設 
公社による井戸掘削・給水施設

の建設 
水資源管理開発局による対象

村落に対する運営・維持管理支

援 

投入 
日本国側 
人材 
調達監理（6.62 人/月） 
 
機材調達 
a) ﾛｰﾀﾘｰﾘｸﾞ（2 台） 
b) 浅井戸仕上げ用 

ｴｱﾘﾌﾄ装置（2 台） 
c) サポートトラック（4 台） 
d) 揚水試験ポンプ（1 台） 
e) 電気検層機（1 台） 
f) 電気探査測定器（1 台） 
g) 携帯水質測定器（1 台） 
h) 地下水位測定器（4 台） 
i) ｹｰｼﾝｸﾞ、ｽｸﾘｰﾝ（1 式） 
 
事業費 
503 百万円 

 
エチオピア国側 
人材(井戸掘削関係：AWWCE)
a)井戸建設部（44 名） 
b) 技術契約部（7 名） 
c) 資材供給維持管理部 
（19 名） 
 
施設建設 
a) AWWCE によ る井 戸掘

削・給水施設の建設（200
箇所） 

  
事業費 
305 百万円 

前提条件 
a) 安全な水源が枯渇しない。
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3.2 協力事業の基本設計 

3.2.1 設計方針 

(1) 基本方針 

基本設計調査では、エチオピア側の要請内容について、その妥当性を検討した。検討にあたって

は、以下の項目を判断基準とした。 

• アムハラ州の水資源開発局が実施する給水施設建設事業の目的に適合すること 

• アムハラ州の水資源開発局、給水施設建設公社の現在所有する資機材との維持管理技術、

費用、要員数などの面で整合性がとれていること 

(2) 自然条件に対する方針 

要請された主要資機材はトラック搭載型の井戸掘削用リグとその支援車両、井戸用ケーシングパ

イプとスクリーンである。アムハラ州はこれらのリグを用いてボーリングを行い、ケーシングパイ

プを挿入して井戸として仕上げる計画とする。井戸掘削現場はアクセス条件の悪い村落に位置し、

非舗装の悪路もしくはオフロードの移動が大部分で、特に 6 月から 10 月までの雨期間には走行が

困難を極める。 

このため井戸掘削のリグとその支援車両は雨期の悪路を走行可能な車種が必要である。特に井戸

掘削リグ用トラックは悪路に強い駆動軸の車両を選定条件とする。 

(3) 社会・経済条件に対する方針 

アムハラ州は人口約 18.6 百万人で、そのうち 78%が村落地方に居住している。村落地方は社会イ

ンフラが整備されておらず、公衆衛生環境も劣悪で、例えば幼児死亡率は 114/1000 と高い値を示し

ている。対象サイトの大部分の地域では旧来型の保護されていない水源を利用している。社会調査

によれば雨期においては 88%のコミュニテイで保護されていない水源を利用している。その内訳は

水源別に河川水（42%）、湧水（34%）、溜池（12%）である。また水汲み仕事は成人女性の大きな

負担となっている。このため社会・経済条件から見た課題は以下のとおりである。 

• 年間を通じての安全で安定した水源の確保による衛生環境の向上 
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• 水源へのアクセス時間の短縮による成人女性への負担軽減 

このような課題を考慮し、本計画の機材調達計画は水源が汚染から保護された構造の給水施設

（ハンドポンプ付浅井戸や水中モーターポンプ付深井戸）建設に必要な井戸掘削リグとケーシング

パイプ、スクリーンを選定する。 

(4) 実施機関の運営維持管理能力に対する対応方針 (予算、人員、技術レベルなど) 

主要要請機材は井戸掘削工事に伴う機材である。このため給水施設建設公社の現有機材の稼動状

況、維持管理状況、要員の状況から運営維持管理能力を検討する。技術レベルについては年間の掘

削本数などから検討する。水資源開発局については予算、人員などから検討する。 

(5) 機材等のグレードの設定に係る方針 

井戸掘削用リグ： 

コスト縮減のため第 3 国製品の調達も含めその可能性を検討する、品質面と修理および維持管理

用スペアパーツ調達の難易度等のアフターサービスの面、ならびに代理店の能力からも検討する。 

支援車両： 

現有車両の稼動状況と使用目的に適合した能力、数量を検討する。 

(6) 調達方法、工期に係る方針 

コスト縮減のために日本製品のみならず第 3 国製品も含む調達とする。調達される機材は、第 3

国あるいは日本で製造、集荷され、それぞれの港よりジブチ港へ海上輸送され陸揚げされた後、陸

路ジブチ・エチオピア国境からアムハラ州の水資源開発局と給水施設建設公社のヤードがあるバハ

ールダールへ輸送される。税関手続きはエチオピア国内で行われる。このため工期は製造調達期間、

第 3 国あるいは日本からの海上輸送、通関手続きと内陸輸送の 3 つに区分して設定する方針とする。 
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3.2.2 基本計画（機材計画） 

調達機材計画は下記の表-3.3 の通りである。 

表-3.3 機材計画一覧表 
要請項目 要請仕様 要請数量 調達数量

1) トラック搭載式トップドライブ 
ロータリーリグ 

掘削径 DTH: 9-5/8”、ﾛｰﾀﾘｰ: 
12-1/4”   掘削深度 250m 

2 2 

2) トラック搭載式パーカッションリグ 掘削径 12”、掘削深度 150m 1 0 

3) 浅井戸仕上げ用エアーリフト装置 コンプレッサー、揚水管 2 2 

4) 掘削作業サポートトラック    

カーゴトラック 15 トントラック 3 2 

クレーン付トラック 3 トンクレーン付トラック 3 2 

5) トラック搭載式揚水試験ポンプ クレーン付トラック、ゼネレ

ータ、水中ポンプ、揚水管 
1 1 

6) 地下水調査機器    

電気検層器 比抵抗、SP 300 m 1 1 

電気探査測定器 VES、二次元探査 1 1 

携帯水質測定器 EC、pH 1 1 

地下水位測定器 100m x 2、200m x 2 4 4 

7) uPVC ケーシング、スクリーン 口径 4”、6”  1 式 1 式 

8) 掘削作業サポート小型車 ピックアップ等 6 0 

 

なお、ケーブルパーカッションリグの調達は実施しないこととした。なぜならば、ケーブルパー

カッションリグは硬岩の掘削に不向きであり、アムハラ州の地質は 70％以上が硬岩であるためであ

る。また、掘削作業サポート小型車についても、稼働停止中の車両を修理することにより対処する

ことが可能であり、調達しないこととする。 

各調達機材の必要性および、調達数量は次のとおりである。 

 (1) トラック搭載式トップドライブロータリーリグ 

現在アムハラ州給水施設建設公社（AWWCE）の保有している井戸掘削機は 

- 掘削能力 100 m クラス  ：1 台（購入後 25 年以上経過） 

- 掘削能力 100 m クラス ：2 台（購入後 2-3 年であるが故障がち） 

（公称 300 m であるが、上記能力に留まっている） 

- 掘削能力 60 m クラス ：2 台（1 台は購入後 10 年、他は約 2 年） 
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一方、州給水施設建設公社が 2007 年から 2009 年にかけて建設予定の井戸（本無償資金協力にて

ケーシングパイプを調達）は表-3.4 の通りである。 

表-3.4 無償援助による井戸掘削計画 
 深度 50 ｍ～100 m の浅井戸 深度 100 m～250 m の深井戸 
本数 160 40 

注：40 本のうち 1 本は深度 90 m であるが、深井戸(口径 6”,水中ポンプ設置)として計画 

 

また、上位計画である WSSDP に基づく National Water Supply and Sanitation Master Plan Framework

（The Master Plan）におけるアムハラ州での井戸掘削計画（目標）は、表-3.5 の通りである。 

表-3.5 井戸掘削計画（目標） 
年度 2006-2011 2011-2015 計 

浅井戸（深度 100 m 以下） 
施工予定本数 

 
1,648 

 
1,945 

 
3,593 

深井戸（深度 100 m～250 m）
施工予定本数 

 
1,109 

 
1,181 

 
2,290 

計 2,757 3,126 5,883 
 

州給水施設建設公社が今後上記の計画に貢献するために、井戸掘削機の構成を表-3.6 のように増

強することとする。すなわち、井戸掘削能力を年間 120 本から年間 160 本に増強し、上記計画（年

間 590 本）への一助とする。 

表-3.6 井戸掘削機材の現状と計画 
現状 計画 

井戸掘削機 
台数 掘削能力 台数 掘削能力 

250 m クラス（新規）  2 約 30 本/年/台= 60 本/年 

100 m クラス（既存） 3 約19本/年/台＝57本年 2 約 20 本/年/台＝40 本/年 

60 m クラス（既存） 2 約 30 本/年/台＝60 本/年 2 約 30 本/年/台＝60 本/年 

注：100m クラスリグ 1 台は老朽化し、稼働停止を見込む。 

 

掘削リグの仕様は、現地井戸仕様、現地アクセス条件および既存リグとの整合性を考慮し、下記

を満たす仕様とする。 

- 型式  ： トップドライブ型とする。 

- 掘削方法  ： DTH およびロータリー併用とする。 



3-7 
 

- 掘削能力  ： 深度 250 m に対応できるものとする。 

掘削径はロータリー式で 12-1/4”、DTH で 9-5/8”とする。 

- 搭載トラック ： 対象地域の道路事情に対応できるよう、駆動方式は 6 x 4 

とする。 

(2) 浅井戸仕上げ用エアーリフト装置 

州給水施設建設公社はケーシング径 6”の深井戸の仕上げ作業については、ドリルパイプと DTH

用コンプレッサーによるエアーリフトにより行っている。しかし、ケーシング径 4”の浅井戸の場合

ドリルパイプの使用ができず、また DTH 用コンプレッサーでは空気量が多すぎるため、適切な仕

上げ作業が困難である。 

従って、現地での実績に基づき下記仕様の機材を 2 セット調達する。 

• 可搬式コンプレッサー 

吐出空気量：8.5 m3/min クラス 

常用圧力 ：10.5 kgf/cm2以上 

• エアパイプ 1-1/2”  一式 

• 揚水管 3” 等  一式 

 (3) 作業サポートトラック 

作業サポートトラック 2 台が下記のようにリグ 1 台に必要となる。 

• トラック No.1（サイトに定置） 

：ゼネレータ/ウェルダー、ドリルパイプ等を積載 

• トラック No.2（サイト、資機材置場間をピストン輸送） 

：ケーシング、スクリーン、砂利、水タンク等をピストン輸送 

従って調達リグ 1 台につき上記トラックをそれぞれ 1 台ずつ調達する。トラックは現地の道路状
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況を考慮して駆動型式は 6 x 4 とし、下記の仕様とする。 

① トラック No.1 (サイトに定置) 

積載量：最大積載量 15 ton。 

• ゼネレータ/ウェルダー  ： 約 2.5 ton 

• 仕上げ用コンプレッサー等 ： 約 2.5 ton 

• ドリルパイプ、ツールス等 ： 約 8～9 ton  

計 13 ～14 ton 

荷台長： 7 m 以上（ドリルパイプ、ツールス（長さ 6 m 以上）を積載） 

② トラック No.2 （サイト、資機材置場間をピストン輸送） 

積載量：最大積載量 13 ton。 

• ケーシングパイプ  ： 約 5.5 ton (200 m 分) 

• 砂利   ： 約 12 ton (200 m 分) 

• 水タンク   ： 約 2 ton (1 回分) 

• ベントナイト等  ： 約 2.5 ton (50 袋) 

荷台長： 7 m 以上（ケーシングパイプ（長さ 6 m 以上）を積載） 

トラック搭載クレーン： 能力 3 トン（ケーシングパイプ、水タンク（重量約 1 ton）を荷下ろ

し。） 

(4) トラック搭載式揚水試験ポンプ 

揚水試験機器として、水中ポンプ、ゼネレータ、揚水管、水位計測用電極ケーブル等を 1 セット

調達する。これらの運搬にはクレーン付きトラックを使用し、荷台にはゼネレータを設置する架台

と揚水管（150 m 分）を収納するラックを設ける。水中ポンプは 6 インチケーシングに入るサイズ

とし、能力は現地揚水実績に基づき下記 2 タイプを用意する。 

• 水中ポンプ(1) ： 揚水量 3-4 lit./sec、揚程 75- 85ｍ クラス 
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• 水中ポンプ(2) ： 揚水量 6-8 lit./sec、揚程 130-150 m クラス 

ゼネレータは上記水中ポンプの起動に十分な能力を有するものとし、下記仕様とする。 

出力：70-80 KVA、AC380 V、3 相４線、50 Hz 

クレーン（能力 2.9 ton）付トラックは水中ポンプ、揚水管、ゼネレータ等を積載できるよう最大

積載量 7 ton 以上とし、駆動型式は 4 x 4 とする。 

(5) 地下水調査機器（電気探査測定機器類など） 

地下水調査機器として下記を調達する。 

① 電気検層器（Resitivity & SP）：1 基 

（電極ケーブルは深度 300 ｍまで可能なものとする。） 

② 電気探査測定器（VES および 2 次元探査）：1 基 （解析ソフトウェア込み） 

③ 携帯用水質測定器：EC meter、pH メーター、各 1 基 

④ 地下水位測定器：深度 100 m および 200 m 各 2 基の計 4 基 

(6) uPVC ケーシング、スクリーン 

AWWCE の今後 3 年間の事業実施に使用する下記 uPVC ケーシングパイプおよびスクリーンを調

達する。 

• uPVC ケーシング ND 100、L=3 ｍ、6 m 

規格：DIN4925 および DIN806 または同等 

• uPVC ケーシング ND 150、L=3 m、6 ｍ 

規格：DIN4925 および DIN806 または同等 

• uPVC スクリーン ND 100、L=3  

規格：DIN4925 および DIN8061 または同等 
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• uPVC スクリーン ND 150、L=3 m、6 m 

規格： DIN4925 および DIN8061 または同等 

なお ND 100 は浅井戸用規格（Standard Wall）、 ND150 は深井戸用規格（Thick Walled）とする。

数量は事業の詳細井戸リストに基づき計算する。 

 (7) 交換部品、消耗品の調達 

調達機材の内交換部品を必要とする機材は次のとおりである。 

- ロータリーリグ 

- 高圧コンプレッサー 

- 上記を搭載するトラック 

- ゼネレータ 

- コンプレッサー 

- 水中ポンプ 

- 工事支援車両（カーゴトラックおよびクレーン付カーゴトラック） 

等がある。 

これらのうち工事支援車両については現地に整備施設を有する代理店があり、そこでスペアパー

ツがストックされているため、調達しない計画とする。 

ロータリーリグ、コンプレッサー、ゼネレータおよび揚水試験用水中ポンプについては、調達機

材の円滑な運用を図るため 2 年間分のスペアパーツを調達することとする。 

3.2.3 基本設計図 

下記調達機材の基本設計図は基本設計図面集に添付するとおりである。 

- ロータリー式さく井リグ姿図 

- 井戸仕上げ機材姿図 

- 揚水試験機材姿図 

- カーゴトラック姿図 
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- クレーン付カーゴトラック姿図 

- uPVC パイプ、スクリーン姿図 

3.2.4 調達計画 

3.2.4.1 調達方針 

日本の無償資金協力案件として実施することを前提として、以下の方針により事業を実施する。 

1) エチオピア国側の実施機関は、アムハラ州水資源開発局である。 

2) 日本政府とエチオピア国政府との間で本事業実施に係わる交換公文（E/N）が取り交わされた段

階で、アムハラ州水資源開発局は、本事業実施の準備を開始する。 

3) 日本政府とエチオピア国政府との間で本事業実施に係わる交換公文（E/N）が取り交わされた後、

日本のコンサルタントがアムハラ州水資源開発局と契約し、本事業に係わる詳細設計および入

札図書を作成し、本事業の入札手続き作業を開始する。 

4) 日本の調達業者とアムハラ州水資源開発局が、本事業の契約を取り交わし調達を行い、コンサ

ルタントが調達監理を行う。 

5) 日本のコンサルタントは本調達のため、州給水施設建設公社の 1 室を事務所として無償で使用

する。 

6) 本事業において要請された調達機材は、トラック搭載型トップドライブロータリーリグ、浅井

戸仕上げ用エアーリフト装置、トラック搭載型ケーブルパーカッションリグ、掘削作業サポー

トトラック、電気検層器、電気探査測定器、携帯用水質測定器、携帯用地下水位測定器、トラ

ック搭載式揚水試験ポンプ、uPVC ケーシング・スクリーン、掘削作業サポート小型車である。

これら機材はエチオピア国内で製造されておらず、調達先は第 3 国製品の現地調達あるいは本

邦調達のいずれかとなる。また、調達は調達業者による一括調達とする。 

7) 調達完了に伴い、調達資機材の維持管理責任はアムハラ州水資源開発局および給水施設建設公

社に移管する。 

3.2.4.2 調達上の留意事項 

日本および第 3 国から調達される資機材はジブチ港で荷揚げされ、内陸輸送される。通関手続き

はジブチでは行われず、エチオピア国内に入ってから行われる。本事業の通関に関わる諸手続きは
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アムハラ州水資源開発局が担うこととなる。 

調達されるトラック搭載式井戸掘削リグの適切な運転・維持管理がなされるよう、機材受け入れ

先であるアムハラ州給水施設建設公社の職員に初期技術指導（運転・維持管理の指導）を実施する。

指導は調達業者から派遣される機械技師およびさく井技師の 2 名がペアとなって実施する。指導期

間は 1 ヶ月とする。また、調達機材の円滑な運用を図るため 2 年間分のスペアパーツを調達する。 

3.2.4.3 調達・据付区分 

日本側負担工事： 

1) 実施設計（詳細設計、機材仕様書） 

2) 入札図書の作成、評価、契約支援業務 

3) 基本設計で計画された資機材の調達 

4) 製品検査（工場検査立会）、出荷前検査（輸出梱包前の確認） 

5) 船積み前機材照合検査立会（第 3 者検査立会） 

6) 現地調達資機材検収 

7) 調達諸書類の準備 

8) 調達機材の管理・運用施設へ輸送・収容 

9) 調整・試運転、初期操作指導、運用指導等 

エチオピア国側負担工事： 

1) 調達機材、スペアパーツ、付属資材等の保管のための用地、倉庫の提供 

2) 調達業者の現地調達管理用事務所およびコンサルタントの現地監理用事務所の提供 

3) 調達資機材の通関が速やかに実施されることの確保 

4) 調達資機材に課せられる関税分、内国税分、その他課徴金分の予算措置および迅速な支払い（諸

関税の免除） 

5) 通関許可申請とその費用の支払い 
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6) 供与された機材の維持管理 

7) 供与された資材を使用して行う井戸工事の予算確保 

8) カウンターパート要員の確保 

3.2.4.4 調達監理計画 

コンサルタントはＥ/N の範囲においてエチオピア国実施機関とコンサルタント契約を締結し、以

下の業務を実施する。 

① 計画内容最終確認 

コンサルタントは基本設計に基づく調達内容、実施スケジュールおよび相手国側政府分担内容を

エチオピア国側と確認する。 

② 入札図書作成 

コンサルタントは上記計画内容に基づき入札図書を作成する。入札図書は実施機関に提出して承

認を得た後、JICA に提出する。 

③ 公示、入札、入札評価、業者契約 

コンサルタントは入札公示、入札参加業者からの質問に対する回答、入札の立会いおよび入札評

価を実施し、入札評価報告書を作成する。また契約交渉、締結に際し実施機関を支援する。 

④ 機器製作図承認 

業者契約締結の後、コンサルタントは調達業者の提出する機器製作図が契約書の仕様にそったも

のとなっているかを検査・確認する。 

⑤工場検査、出荷前検査、船積前第三者検査 

a) 工場検査 

コンサルタントは工場検査に立会い、調達機材の性能を確認するとともに、メーカーから提示さ

れた各種検査報告書を検査・確認する。 
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b) 出荷前検査 

コンサルタントは輸出梱包に先立ち調達品の品目・数量を検査・確認する。 

c) 船積前第三者検査 

船積前第三者検査はコンサルタントが第三者機関に委託して実施する。コンサルタントはこの第

三者機関との連絡・調整業務を行う。 

⑥ 検収・引渡し 

コンサルタントの常駐調達監理技術者は、調達機材が現地に到着し、開梱、初期操作指導、検収・

引渡しが完了するまでの期間を通じて現地に駐在し、調達監理業務を行う。 

3.2.4.5 品質管理計画 

コンサルタントは調達の各段階において、機材の調達が契約に従ってなされていることを確

認する。各段階での検査項目は次の通りである。 

 

機器製作図承認 ： 仕様、数量の確認 

工場検査  ： 設定性能の確認。各種検査報告の確認 

出荷前検査  ： 輸出梱包に先立つ調達品の品目・数量の検査・確認。 

船積前第三者検査 ： 品目・数量の確認。第三者機関が実施。 

検収・引渡し ： 品目・数量の確認。外観検査。初期操作指導の実施確認。 

 

3.2.4.6 資機材等調達計画 

(1) 調達先の選定 

調達機材はいずれもエチオピア国では製造されておらず、調達先は本邦調達、もしくは第 3 国製

品の現地調達のいずれかとなる。調達先の選定に当たっては、 

① 製品の品質、仕様、価格、納期等からみた有利性 

② メンテナンス上（スペアパーツ等）の有利性 
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を総合的に判断して決定した。各機材の調達先は以下の通りである。 

1) 井戸掘削リグ 

エチオピア国では日本製リグの他に、英国製、米国製、イタリア製、スウェーデン製、南アフリ

カ製のリグが使用されている。日本製以外で品質面、アフターサービス面で問題のないと判断され

るのはスウェーデン製である。従って、本邦調達またはスウェーデン製の現地調達とする。 

2) コンプレッサー、ゼネレータ、水中ポンプ等の機器 

日本製の他にスウェーデン製（コンプレッサー）、デンマーク製（水中ポンプ）が使用されてお

り、これらは品質面、維持管理面で問題がない。従って本邦もしくは第 3 国製品の現地調達とする。 

3) サポートトラック 

日本およびイタリアメーカーは整備施設を有する代理店をアジスアベバに置き、アフターサービ

ス体制も整っている。従って本邦もしくは第 3 国製品の現地調達として計画する。 

4) 電気探査機器、水質検査機器等 

日本製およびスウェーデン、米国、ドイツ、イギリス製が使用されている。これらは品質面、維

持管理面で問題がない。従って本邦もしくは第 3 国製品の現地調達とする。 

(2) 輸送計画 

日本および第 3 国製品は全てジブチ港で荷揚げし、引き渡し地であるバハルダールまで内陸輸送

する。通関はエチオピア国内に入ってから実施され、ジブチ港での通関手続きはない。輸送距離は

アジスアベバ経由の場合約 1,500 km、経由しない場合は約 1,000 km である。 

3.2.4.7 実施工程 

 事業実施工程は、実施設計および調達工程からなる。 

調達の工程は井戸掘削機の調達に最も時間が掛かる。その他機材の調達は井戸掘削機の調達工程

に合わせて実施する。 
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業者契約後の調達工期は下記のようになる。 

メーカー打合せ等   ：  0.5 ヶ月 

機器製作・調達   ：   5 ヶ月 

工場検査・出荷前検査・船積み ：   1 ヶ月 

機器輸送    ：   3 ヶ月 

開梱・初期指導・検査・検収 ：   1 ヶ月  

計    ： 10.5 ヶ月 

 

事業実施工程（案）は下記の図-3.1 の通りである。 

 

 

 

 

 

 

図-3.1 事業実施工程（案） 
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検収・引渡し

月

実

施
設
計

調
達
工

程



3-17 
 

3.3 相手国側分担事業の概要 

本事業を実施するために必要となる相手側分担事業は、以下の通りである。 

(1) 計画の実施に必要な資料、情報の提供 

(2) 供与資機材の保管のための倉庫および資材置き場の提供 

(3) 計画の実施期間中のコンサルタント事務所の提供 

(4) 供与資機材を使用した井戸建設 

(5) 機材の搬送、設置および施設の建設に関して、無償資金協力により支援される以外の支出

の全額負担 

(6) 無償資金協力の制度のもとで調達されたスペアパーツおよびケーシングパイプ、スクリー

ンの保管 

(7) 日本国内の外国為替公認銀行に勘定の開設および開設費、所要手数料の支払い 

(8) 日本および第 3 国調達資機材の通関が速やかに実施されることの確保 

(9) 認証された契約により調達される資機材に課せられる諸関税の免税および通関に必要な

手続きの遂行 

(10) 認証された契約に基づいて調達される日本国民に課せられる関税、内国税およびその他の

財政課徴金の免除 

(11) 認証された契約に基づいて供与される役務について、その作業遂行のための入国および滞

在に係る便宜供与 

(12) 無償資金協力の制度のもと調達された機材の維持管理に必要な職員および予算の確保 

(13) 無償資金協力の制度のもと建設された施設および調達された機材の効果的な使用および

維持管理の保持 

 



3-18 
 

3.4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3.4.1 運営・維持管理計画体制 

アムハラ州の地方村落給水事業はアムハラ州水資源開発局（AWRDB）によって行われ給水施設

は建設後村落に移管される。本事業はアムハラ州地方給水事業の機能強化のため井戸掘削リグ等の

資機材を調達するものである。事業実施時の責任者は水資源開発局長で、チーフ・カウンターパー

トは給水衛生担当の副局長である（図-2.1 参照）。施設建設は州水資源開発局給水衛生調査部の監督

下、アムハラ州給水施設建設公社（AWWCE）が行う。 

州給水施設建設公社は調達資材のケーシングパイプ・スクリーンを用いて調達機材の井戸掘削リ

グによって州政府の予算で 200 本の井戸建設を行う。州給水施設建設公社の組織図(図-2.2)に示した

建設部の井戸掘削課が掘削を担当し、建設課が給水施設の建設を担当する。資機材の維持管理は資

材供給・維持管理部が責任をもって行う。 

3.4.2 運営・維持管理計画 

本計画において調達される主要機材は井戸掘削のリグとその支援車両である。この他に資材とし

て井戸 200 本分のケーシングパイプ、スクリーンがあるが井戸の施工は先方責任である。これらの

資機材はまず州水資源開発局に供与されたのち目的によって州水資源開発局と州給水施設建設公

社の能力強化のために使用される。井戸 200 本の建設計画は州水資源開発局が調査・計画、予算措

置を行う。州給水施設建設公社が供与される井戸掘削リグとケーシングパイプ、スクリーンを使用

して工事を行う。 

州給水施設建設公社所有の 5 台の掘削リグ別の最近 3 ヵ年の平均井戸施工数量と平均掘削深度は

表-3.8 の通りである。 

表-3.7 州給水施設建設公社のリグ別平均井戸施工数量 
掘削リグ 平均掘削深度 年間施工平均井戸本数 

Halco V-866 約 70m 17 本 
Super Rock 5000  (1) 約 70m 20 本 
Super Rock 5000  (2) 約 70m 24 本 
R50 約 40-50m 35 本 
Euro12 約 40-50m 25 本 
合計 ― 121 本 

    出典:AWWCE 

上記のように州給水施設建設公社は 5 台の掘削機で年間平均約 120 本程度の井戸を施工しており、
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施工技術力は十分にあると判断される。 

州給水施設建設公社維持管理部門の年間経費は下記の表-3.9 の通りである。 

表-3.8 州給水施設建設公社の年間維持管理費 
    （単位：千ブル）     

項目 2002 年度 2003 年度 2004 年度 

1.人件費 228 228 228 

2.事務所維持費 1 1 1 

3.維持管理費 
(車両・機械器具費等） 

353 358 1,053 

4.材料費 232 276 881 

5.労務費 46 89 85 

計 860 952 2,248 

出典:AWWCE 

上記によると、2004 年度の.維持管理費は約 1,053 千ブル（約 1.4 百万円）となっている。この金

額は井戸掘削リグ 5 台、トラック 14 台（うち 6 台は故障中）を維持していくには十分と考えられ

る。しかし前述のように AWWCE は今後、故障中のトラックの修理や老朽化したメンテナンス機器

の更新等を行う必要がある。また新規にリグ等が導入された場合の維持管理等も必要となり、その

ための予算手当が必要となる。なお、来年度（2005 年度）予算では維持管理費として 2,865 千 ブ

ルの予算が計上されている。 

州水資源開発局の試算によれば 200 本の井戸掘削に必要な概算費用は以下の表-3.10 に示す。州水

資源開発局はこの費用の予算措置をとる必要がある。 

表-3.9 井戸掘削に必要な概算費用 
年 2007 2008 2009 
SBH（浅井戸） 62 60 38 
DBH（深井戸） 14 14 12 
費用（単位百万ブル） 9.0 8.8 6.2 

     出典: AWRDB 

州全体の今までの予算規模や投資経費から判断して 200 本の井戸を掘削する井戸工事費への予算

配分は十分可能である（表-2.1 および表-2.2 参照）。 
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3.5 プロジェクトの概算事業費 

3.5.1 協力対象事業の概算事業費 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる概算事業費総額は約 808 百万円

と見積られる。この内、日本国側負担は約 503 百万円、エチオピア国側負担は約 305 百万円である。

先に述べた日本とエチオピア国の負担区分に基づく双方の経費内容は、下記に示す積算規準によれ

ば、以下の通り見積もられる。なお、ここに示す事業費は概算であり、将来 E/N が締結される場合

の供与限度額を示すものではない。 

 (1) 日本側負担経費 

    概算事業費   約 503 百万円     

区分 金額（百万円）

機材調達費 483 
機材費（井戸掘削リグ、井戸仕上げ用機材、作業サポート 

トラック、揚水試験機材、電気検層器、電気探査装置、携帯 

水質計、携帯水位計、uPVC ケーシングパイプ、スクリーン） 
442 

 

現地調達監理・据付工事等、輸送梱包費、一般管理費 41 
設計管理費 20 

実施設計費 16 
 

調達監理費 4 
合計 503 

 

 (2) エチオピア国側負担経費 

本計画においてエチオピア側は調達資機材を利用して 3 年間で 200 本の井戸を完成される計画で

ある。その負担経費は次のとおりである。 

費用 
費目 

百万ブル 円換算額（百万円） 
井戸掘削工事 (200 本) 24 305

 

(3) 積算条件 

1) 積算時点  平成 16 年 11 月 

2) 為替交換レート 1 US$ = ¥ 109.92 
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   1 ブル = ¥ 12.72 

3) 工期  1 期、実施設計、機材調達は調達工程に示したとおり。 

4) その他  本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、実施される 

ものである。 

3.5.2 運営・維持管理費 

本事業で調達される主要機材である井戸掘削リグ、支援作業用トラックは州給水施設建設公社で

維持管理される。州給水施設建設公社の維持管理部門の 2002 年度から 2004 年度までの維持管理費

として計上している予算は下記の表-3.12 の通りある。 

表-3.10 州給水施設建設公社の維持管理部門の年間費用 （単位：千ブル） 
項目 2002 年度 2003 年度 2004 年度 

1.人件費 228 228 228 

2.事務所維持費 1 1 1 

3.維持管理費 353 358 1,053 

4.材料費 232 276 881 

5.労務費 46 89 85 

計 860 952 2,248 
   出典：AWWCE 

上記によると車両・機械器具費等は州給水施設建設公社の年間維持管理費の約 50%を占める。2002

年度と 2003 年度の維持管理費は約 350 千ブルとほぼ同額であるが 2004 年度工事量の増加に応じて

約 1,053 千ブル（約 1,400 万円）と予算が大きく増額されている。また新規にリグ等が導入された

場合の維持管理費用の予算手当が必要となるが、州給水施設建設公社によれば来年度（2005 年度）

予算では維持管理費として 2,865 千ブルと増額の予算が計上されている。これらの実績からエチオ

ピア側は調達機材による増分を十分負担することが可能である。 

3.6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

エチオピア側負担事業の円滑な実施を実現する上で、特に直接的な影響を与える次の留意事項に

注意することが肝要である。 

(1) オフセットシステムにかかる課題を解決すること 

(2) 供与資機材を使用した井戸建設の事業費の確保 
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(3) 新規井戸掘削機導入後の工事体制の編成 

(4) 供与資機材を使用した給水施設建設の事業実施工程を作成 

(5) 供与資機材を使用した給水施設建設事業のモニタリング 



第 4 章 
プロジェクトの妥当性の検証 
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4.1 プロジェクトの効果 

4.1.1 プロジェクト実施による効果と現状改善の程度 

本計画実施による効果は表-4.1 に示すとおりである。 

表-4.1 計画実施による効果と現状改善の程度 
現状と問題点 本計画での対策 

（協力対象事業） 

計画の効果・改善の程度 

村落の慢性的な生活用水不足の

解消は、エチオピア国の最重要課

題となっている。このような状況

の下で、エチオピア連邦政府の水

資源省が給水衛生開発プログラム

（WSSDP）においてアムハラ州は

23%の普及率を目標年 2016 年に

62.0%にする計画である。 

アムハラ州政府は上記施策を実

施する上で給水計画の目標達成の

ため機材調達を行いアムハラ州水

資源開発局と給水施設建設公社の

施設建設能力を強化する必要性・

緊急性がある。 

本計画では井戸掘削リグと工

事支援機材、地下水開発関連機

器、井戸用ケーシングパイプ及び

スクリーンの調達を行う。アムハ

ラ州はこれらの資機材を用いて

自己資金により井戸 200 本分の給

水施設の建設を行う。 

本計画の実施により、アムハラ

州における給水施設建設能力の向

上を図り、住民の生活環境の改善

に寄与する。 

 

4.1.2 直接効果 

• 事業実施により井戸建設能力が強化され、将来的に 200 本の井戸（給水人口約 94,000 人相当）

が建設可能となる。 

4.1.3 間接効果 

• 給水施設の増加により、対象地域の水因性疾病の疾患率が減少し、婦女子の労働が緩和され、
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衛生面をはじめとする生活環境が改善される。 

4.2 問題・提言 

事業を実施する上で、今後特に以下の点に十分な配慮がなされることにより、本事業は円滑かつ

効果的に運営されると考えられる。 

1) エチオピア側負担事項に係る要員および予算の確保。 

本計画の事業化に伴い、州水資源開発局と州給水施設建設公社は 3.5 節で提案したエチ

オピア側負担事項に係る要員および予算の確保のため適切な措置をとる必要がある。 

2) 調達資機材による給水施設建設の運営・維持管理体制を充実させること。 

調達資機材の引き渡し後、速やかに資機材を活用した給水施設建設を可能とするために、

州給水施設公社は新規井戸掘削機導入後の工事体制の編成を調達資機材の引き渡し前に

完了させる必要がある。 

3) プロジェクト実施にあたり、事業を遅滞なく完了させること。 

供与資機材を使用した給水施設建設の事業実施工程を作成し、事業を遅滞なく完了させ

るために適切に工程管理を行うこと。 

4) 供与資機材を使用した給水施設建設事業をモニタリングすること。 

200 本の井戸による給水施設の施工状況を定期的に記録・モニタリングすることにより、

プロジェクト実施による成果を明確化にすることができる。 

4.3 プロジェクトの妥当性 

本調査結果に基づき、本プロジェクトの無償資金協力による実施は以下の点から妥当であると判

断される。 

1) プロジェクトの実施により、アムハラ州における井戸建設能力が強化され将来的に対象 20 郡

で 200 本の井戸（給水人口約 94,000 人相当）が建設可能となる。 

2) 本計画の機材調達による給水施設建設により、対象地域の水因性疾病の疾患率が減少し、婦女子

の労働が緩和され、衛生面をはじめとする生活環境が改善される。 
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3) エチオピア側の予算と人員、技術により調達機材による給水施設の建設が可能である。 

4) 本プロジェクトは、エチオピア国の給水衛生開発プログラム（WSSDP: Water Supply and 

Sanitation Development Program）に貢献するものであり、同国の政策と合致している。 

5) プロジェクトの実施により、環境面で負の影響を及ぼす可能性は低い。 

6) 日本国による無償資金協力の制度において、特段の困難なくプロジェクトが実施可能である。 

4.4 結論 

本プロジェクトは、上述のとおりの効果が期待されるとともに、給水状況の改善に寄与するもの

であることから、我が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。また、本プロジェ

クトの運営・維持管理についても、エチオピア国側による要員・予算の確保を含む運営・維持管理

体制が適切に確立されるものと判断される。 

また、以下の点に十分な配慮がなされることにより、本プロジェクトは円滑かつ効果的に運営さ

れると考えられる。 

1) 対象地域の 20 郡において供与資機材を使用した 200 箇所の井戸建設を行うため州水資源開発

局が事業費を確保すること。 

2) 州給水施設公社が新規井戸掘削機導入後の工事体制の編成を含めて供与資機材の効果的な運

用と適切な維持管理を図り、運営・維持管理体制をさらに充実させること。 

3) プロジェクト実施にあたり、供与資機材を使用した給水施設建設の事業実施工程を作成し事業

を遅滞なく完了させること。 

4) 供与資機材を使用した給水施設建設事業をモニタリングし、プロジェクト成果の明確化と給水

事業のより効果的な実施を図ること。 
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資料-1：調査団員氏名 

1. 第 1 回現地調査： 基本設計現地調査（2004 年 10 月 6－2004 年 12 月 15 日） 

 

担当 氏名 所属 

総括 神 公明 国際協力機構エチオピア事務所次長 

業務主任／村落給水計画 藤波 正人 日本工営株式会社 

副業務主任／地下水開発 高橋 信也 日本工営株式会社 

水理地質／物理探査 黄川田 梓 日本工営株式会社（補強） 

給水施設計画 藤山 剛敏 日本工営株式会社（補強） 

援助調整 二宮 雅信 日本工営株式会社（補強） 

住民参加型維持管理計画 西 真如 日本工営株式会社（補強） 

機材計画／機材維持保守計画 田村 英久 日本工営株式会社 

施工・調達計画／積算 小澤 拓夫 日本工営株式会社 

業務調整／積算 高橋 雅之 日本工営株式会社 
 
 

2. 第 2 回現地調査： 基本設計概要説明（2005 年 3 月 7－2005 年 3 月 18 日） 

 

担当 氏名 所属 

総括 神 公明 国際協力機構エチオピア事務所次長 

業務主任／村落給水計画 藤波 正人 日本工営株式会社 

副業務主任／地下水開発 高橋 信也 日本工営株式会社 

援助調整 二宮 雅信 日本工営株式会社（補強） 
 
 



2.  調査行程 
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資料-2：調査日程 

1. 第 1 回現地調査[2004 年 10 月 5 日～12 月 17 日] 
No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
1 10/5 火 二宮：関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  
2 10/6 水 二宮：ﾄﾞﾊﾞｲ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
3 10/7 木 二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集 
4 10/8 金 二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ

・ ・ ・   
5 10/9 土   

資料収集 

6 10/10 日 二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集 
   藤波、高橋雅：東京～関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  
7 10/11 月 二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、再委託業者訪問 
   藤波、高橋雅：ﾄﾞﾊﾞｲ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
8 10/12 火 神、藤波、二宮、高橋雅： 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ JICA 事務所と対処方針説明・協議、

MoFED・MoWR 表敬訪問 
9 10/13 水 神、藤波、二宮、高橋雅： 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ ｱﾑﾊﾗ州 WRDB 表敬訪問、ﾐﾆｯﾂ協議 

10 10/14 木 神、藤波、二宮、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ ﾐﾆｯﾂ協議 

11 10/15 金 神、藤波、二宮、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ ﾐﾆｯﾂ協議 

   高橋信、黄川田：羽田～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
12 10/16 土 神、藤波、二宮、高橋雅： 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 現地調査詳細打合せ（団内協議） 

   高橋信、黄川田：ﾊﾞﾝｺｸ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
13 10/17 日 神、藤波、高橋信、黄川田、二宮、

西、高橋雅：ｱﾜｻ 
ｱﾜｻ  

14 10/18 月 神、藤波、高橋信、黄川田、二宮、

西、高橋雅：ｱﾜｻ 
ｱﾜｻ 南部州 WRDB 表敬訪問、ﾐﾆｯﾂ協議 

   藤山：羽田～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
15 10/19 火 神、藤波、高橋信、黄川田、二宮、

西、高橋雅：ｱﾜｻ 
ｱﾜｻ ﾐﾆｯﾂ協議 

   藤山：ﾊﾞﾝｺｸ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
16 10/20 水 高橋信、黄川田、二宮、西、高橋雅：

ｱﾜｻ 
ｱﾜｻ ﾐﾆｯﾂ協議、資料収集 

   神、藤波、藤山：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 大使館へ表敬訪問・対処方針説明、資料

収集 
17 10/21 木 神、藤波、高橋信、黄川田、藤山、 ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ

・ ・ ・ 二宮、西、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
18 10/22 金   

現地調査詳細打合せ（団内協議）、資料

収集、再委託業者との契約締結、他ドナ

ー訪問 
19 10/23 土 藤波、高橋信、黄川田、藤山、 

高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  

20 10/24 日 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、藤山、西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   二宮：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空 機中泊  

21 10/25 月 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、黄川田、西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   藤山：ｿﾄﾞ ｿﾄﾞ  
   二宮：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空   
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No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
22 10/26 火 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、黄川田、西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   藤山：ﾜｶ ﾜｶ  

23 10/27 水 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、黄川田：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   藤山：ﾜｶ ﾜｶ  
   西：ｱﾝｶﾞﾁｬ、ﾚﾓ ﾎｻﾅ  

24 10/28 木 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、黄川田：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   藤山：ﾜｶ ﾜｶ  
   西：ｸﾞﾏﾙ ﾎｻﾅ  

25 10/29 金 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
・ ・ ・ 高橋信：ﾃﾞｨﾗ ﾃﾞｨﾗ  
・ ・ ・ 黄川田：ﾊｺﾞﾚｾﾗﾑ ﾊｺﾞﾚｾﾗﾑ  
・ ・ ・ 藤山：ｹﾁ ｹﾁ  
・ ・ ・ 西：ｷﾝﾄﾞｺｲｼｬ ｿﾄﾞ  
26 10/30 土 小澤：東京～関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  
27 10/31 日 藤波、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信、黄川田：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   藤山：ｹﾁ ｹﾁ  
   西：ｿﾄﾞ ｿﾄﾞ  
   小澤：ﾄﾞﾊﾞｲ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  

28 11/1 月 藤波、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾚﾓ ﾎｻﾅ  
   黄川田：ﾊｺﾞﾚｾﾗﾑ、ﾄﾞｩﾗﾏ ﾄﾞｩﾗﾏ  
   藤山：ｾﾝｹﾞﾃｨ ｹﾁ  
   西：ﾎﾞﾛｿｿﾚ、ﾛﾏ ﾄﾙﾁｬ  

29 11/2 火 藤波、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾚﾓ ﾎｻﾅ  
   黄川田：ｱﾝｶﾞﾁｬ、ﾎｻﾅ ﾎｻﾅ  
   藤山：ｾﾝｹﾞﾃｨ ｹﾁ  
   西：ﾄﾙﾁｬ、ｴｻﾗ ｿﾄﾞ  
30 11/3 水 藤波、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾚﾓ ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ  
   黄川田：ﾎｻﾅ、ﾜﾗﾍﾞ、ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ  
   藤山：ｸﾞﾄﾞｩﾑ ｹﾁ  
   西：ﾀﾞﾗｼｪ ｿﾄﾞ  
31 11/4 木 藤波、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   田村：東京～関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  
   高橋信：ｼﾙﾃｨ ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ  
   黄川田：ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ、ﾀﾞﾛﾁｬ ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ  
   藤山：ｸﾞﾄﾞｩﾑ ｹﾁ  
   西：ﾎﾞﾛｿｿﾚ ｿﾄﾞ  

32 11/5 金 藤波、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
   田村：ﾄﾞﾊﾞｲ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  
   高橋信：ｼﾙﾃｨ ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ  
   黄川田：ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ、ﾀﾞﾛﾁｬ ﾌﾞﾀｼﾞｪﾗ  
   藤山：ｸﾞﾄﾞｩﾑ、ﾄﾞｩｼﾞ ｹﾁ  
   西：ｿﾄﾞ ｿﾄﾞ  
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33 11/6 土 藤波、黄川田、西、田村、小澤、 

高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ｼﾙﾃｨ ﾎｻﾅ  
   藤山：ｸﾞﾄﾞｩﾑ、ｱﾙｼﾊﾞﾚ ｹﾁ  

34 11/7 日 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾎﾞﾛｿｿﾚ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ﾜﾗｲﾀ ﾜﾗｲﾀ  
   藤山：ｵﾌｧ ｹﾁ  
   西：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  

35 11/8 月 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾎﾞﾛｿｿﾚ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ﾜﾗｲﾀ ﾜﾗｲﾀ  
   藤山：ｸﾞﾄﾞｩﾑ ｹﾁ  
   西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  

36 11/9 火 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾎﾞﾛｿｿﾚ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ﾎｻﾅ ﾎｻﾅ  
   藤山：ｱﾙｼﾊﾞﾚ ｹﾁ  
   西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  

37 11/10 水 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ 

ﾊﾞﾊﾙﾀﾞｰﾙ ｱﾑﾊﾗ州 WRDB とのﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ協議・締結、

資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾎﾞﾛｿｿﾚ ｿﾄﾞ 資料収集、現地調査継続 
   黄川田：ﾄﾙﾁｬ ﾄﾙﾁｬ  
   藤山：ﾒﾃﾞｨﾊﾅﾚﾑ ｹﾁ  
   西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  

38 11/11 木 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ｷﾝﾄﾞｺｲｼｬ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ｹﾁ ｹﾁ  
   藤山：ﾀﾙﾁｬ ﾀﾙﾁｬ  
   西：ｲﾙｶﾞﾁｬｸｴ ｲﾙｶﾞﾁｬｸｴ  

39 11/12 金 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾛﾏ ﾀﾙﾁｬ  
   黄川田：ｹﾁ ｹﾁ  
   藤山：ﾛﾏ ﾛﾏ  
   西：ﾌﾗ ｱﾜｻ  

40 11/13 土 藤波、田村、小澤、高橋雅： 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾛﾏ ﾀﾙﾁｬ  
   黄川田：ｹﾁ ｹﾁ  
   藤山：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
   西：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  

41 11/14 日 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： 
ｱﾜｻ 

ｱﾜｻ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾛﾏ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ﾀﾙﾁｬ ﾀﾙﾁｬ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
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No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
42 11/15 月 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： 

ｱﾜｻ 
ｱﾜｻ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   黄川田：ﾀﾙﾁｬ ﾀﾙﾁｬ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  

43 11/16 火 藤波、田村、小澤、高橋雅：ｱﾜｻ ｱﾜｻ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾃﾞﾗｼ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   黄川田：ﾜｶ ﾜｶ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   西：ｼﾙﾃｨ ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ  

44 11/17 水 藤波、田村、小澤、高橋雅：ｱﾜｻ ｱﾜｻ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾊﾞｺｶﾞﾚﾙ ｼﾞﾝｶ  
   黄川田：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   西：ﾀﾞﾛﾁｬ ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ  

45 11/18 木 藤波、田村、小澤、高橋雅：ｱﾜｻ ｱﾜｻ 資料収集、現地調査継続 
   高橋信：ﾊﾞｺｶﾞﾚﾙ ｼﾞﾝｶ  
   黄川田：ｼﾞﾝｶ ｼﾞﾝｶ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   西：ｼﾙﾃｨ ﾌﾞﾀｼﾞｭﾗ  

46 11/19 金 藤波、田村、小澤、高橋雅：ｱﾜｻ ｱﾜｻ 南部州 WRDB とのﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ協議・締結
   高橋信：ﾊﾞｺｶﾞﾚﾙ ｼﾞﾝｶ 資料収集、現地調査継続 
   黄川田：ｼﾞﾝｶ ｼﾞﾝｶ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   西：ﾀﾞﾛﾁｬ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ  

47 11/20 土 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信、黄川田、藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
48 11/21 日 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾀﾙﾁｬ ﾀﾙﾁｬ  
   黄川田：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  

49 11/22 月 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 

   高橋信：ﾛﾏ ｿﾄﾞ  
   黄川田：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  
   藤山：ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ ｱﾙﾊﾞﾐﾝﾁ  

50 11/23 火 藤波、西、田村、小澤、高橋雅： ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集、現地調査継続 
・ ・ ・ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ   
51 11/24 水 高橋信、黄川田、藤山：ｱﾜｻ ｱﾜｻ  
52 11/25 木 藤波、高橋信、黄川田、藤山、西、

田村、小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

53 11/26 金 藤波、高橋信、藤山、西、田村、 
小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 団内ミーティング、資料収集・整理 

   黄川田：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
54 11/27 土 藤波、高橋信、藤山、西、田村、 

小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

   黄川田：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田 機中泊  
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55 11/28 日 藤波、高橋信、藤山、西、田村、 

小澤、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

   黄川田：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田   
56 11/29 月 藤波、高橋信、西、田村、小澤、 

高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

   藤山：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
57 11/30 火 藤波、高橋信、西、田村、小澤、 

高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

   藤山：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田 機中泊  
58 12/1 水 藤波、高橋信、田村、小澤、高橋雅：

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 

   藤山：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田   
59 12/2 木 藤波、高橋信、田村、小澤、高橋雅： ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 
・ ・ ・ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ   
62 12/5 日    
63 12/6 月 高橋信、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ JICA 事務所・大使館へ報告 
   藤波、田村、小澤： 

ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾄﾞﾊﾞｲ 
機中泊  

64 12/7 火 高橋信、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 
   藤波、田村、小澤： 

ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京 
機中泊  

65 12/8 水 高橋信、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 
   藤波、田村、小澤： 

ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京 
  

66 12/9 木 高橋信、高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 資料収集・整理 
・ ・ ・    
71 12/14 火    
72 12/15 水 ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ JICA 事務所へ報告 
   高橋信：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
   高橋雅：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊  

73 12/16 木 高橋信：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田 機中泊  
   高橋雅：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京 機中泊  

74 12/17 金 高橋信：ﾊﾞﾝｺｸ～羽田   
   高橋雅：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京   

注： MoFED : 財務経済開発省 

   MoWR : 水資源省 

  WRDB : 水資源開発局 
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2. 第 2 回現地調査[2005 年 3 月 6 日～3 月 20 日] 
No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
1 3/6 日 藤波、高橋信：東京～関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊 出発 
   二宮：関空～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊 出発 
2 3/7 月 藤波、高橋信、二宮： 

ﾄﾞﾊﾞｲ～ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 
ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 到着 

3 3/8 火 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ JICA 事務所所長表敬報告 
MOFED 表敬 

4 3/9 水 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 水資源省表敬 
5 3/10 木 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 南部諸民族州との協議 
6 3/11 金 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 南部諸民族州との協議 
7 3/12 土 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 団内打ち合わせ、資料整理 
8 3/13 日 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ - 
9 3/14 月 神、藤波、高橋信、二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ アムハラ州との協議 

10 3/15 火 二宮：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊 アムハラ州との協議、帰国 
   神、藤波、高橋信：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ アムハラ州との協議、 

11 3/16 水 二宮：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空 ﾄﾞﾊﾞｲ 移動 
   神、藤波、高橋信：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 大使館・JICA 事務所への報告 

12 3/17 木 二宮：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空  帰着 
   神、藤波、高橋信：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ 大使館への表敬訪問 

13 3/18 金 藤波、高橋信：ｱｼﾞｽｱﾍﾞﾊﾞ～ﾄﾞﾊﾞｲ 機中泊 帰国 
14 3/19 土 藤波、高橋信：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京 ﾄﾞﾊﾞｲ 移動 
15 3/20 日 藤波、高橋信：ﾄﾞﾊﾞｲ～関空～東京 - 帰着 

 



3.  相手国関係者リスト 



資料 3-1 

資料-3：相手国関係者リスト 
 

財務経済開発省（中央政府） 
＜援助協力調整部＞ 
Mr. Tilahum Tadesse Team Leader 
Mr. Gebremedhine Birega Desk Officer for Japan 
Ms. Asnakech Teferra Team Leader, Asia Australia & Middle East Countries 
  
水資源省（中央政府） 
＜計画部＞ 
Mr. Gulilat Birhane Department Head 
  
＜都市給水衛生部＞ 
Mr. Yohannes G/Medhin Department Head 
  
アジスアベバ上下水局 
＜技術部＞ 
Ms. Azeb Asneka Department Head 
  
アムハラ州政府 
＜水資源開発局 ＞ 
Mr. Teshome Maru Bureau Head 
Dr. Almayeh Mekonnen Deputy of Bureau Head 
Mr. Micluggeta E. Meskel Procurement & Supply Head 
Mr. Habtamu Civil Engineer 
Mr. Shumet Kedebe Senior Geophyist 
Mr. Andarge Yitbarek Senior Hydro-Geologist 
  
＜給水施設建設公社＞ 
Mr. Shikur Belay General Manager 
Mr. Adugnaw Debebe Construction Department Head 
Mr. Kurabachew Kidane Administration & Finance Head 
Mr. Asmamaw Ayalew  Engineering & Cons tract Administration Department Head 
Mr. Fransiskus Project Manager 
Mr. Achmad Yulizar Yani Head of Rural 
Mr. Molla Eshete Planning & Training Service Head 
Mr. Dagim Desalegn Financial Adviser 
Mr. Tamasku Material Supply & Maintenance Service 
Mr. Abebe Worku Geological Team Leader 
  
在エチオピア日本国大使館 
泉 賢二郎 大使 
三保木 悦幸 二等書記官 
  
JICA エチオピア事務所 
斎藤 直樹 所長 
神 公明 次長 
井上 啓 所員 
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JICA 地下水開発・水供給訓練計画派遣専門家 
丸尾 祐治 チーフアドバイザー 
石垣 滋樹 調整員 
佐川 光義 機械 
鈴木 高志 掘削技術 
  
FINNIDA/RESEP（アムハラ州） 
Mr. Arto Suominen Programme Coordinator 
  
UNICEF 
Mr. Tekka Representative 
  
ESRDF（アムハラ州） 
Zenebe Worku Rural Water Supply Team Leader 

 



4.  討議議事録 

















































5.  事業事前計画表 
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資料-5: 事業事前計画表 
 
1. 協力対象事業名 

エチオピア連邦民主共和国アムハラ州給水計画 
2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

エチオピア（以下「エ」国と略称する）の安全な水へのアクセスは約 23.1%、サブサハラ平均

の 54%（2002 年 UNDP）と比較しても極めて低い数値であり、人口の 85%が居住する村落部の

住民は、生活用水の確保に多大な時間と労力を費やし、貧困を助長する一因となっている。こ

のため、村落の慢性的な生活用水不足の解消は、「エ」国の最重要課題となっている。 

このような状況の下で、「エ」国の水資源省が給水衛生開発プログラム（WSSDP: Water Supply 

and Sanitation Development Program）において 基準年を 2001 年として目標 2016 年を各 5 ヵ年計

画に区分して村落給水の普及率を全国と各州別に設定している。これによれば、全国は 23.1%（基

準年 2001 年）の普及率を目標年 2016 年に 70.9%としている。これに対してアムハラ州は基準年

2001 年の 23%の普及率を目標年 2016 年に 62.0%にするとしている。これらを達成するために必

要な給水施設建設が提案されている。 

アムハラ州政府は上記施策を実施する上で給水計画の目標達成のため機材調達を行いアムハ

ラ州水資源開発局と給水施設建設公社の施設建設能力を強化する必要性・緊急性がある。上記

の目標達成に供するため、エチオピア政府は井戸掘削リグと工事支援機材、地下水開発関連機

器、井戸用ケーシングパイプ及びスクリーンの調達について我が国に無償資金援助を要請した。

 

3. プロジェクト全体計画概要 
（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

アムハラ州の住民の生活環境が改善される 

＜裨益対象の範囲及び規模＞ 
 

アムハラ州 20 郡の対象地域における 200 本の井戸（給水人口約 94,000 人相当） 
 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

（ア） アムハラ州における給水施設建設体制が強化される。 

（イ） 対象地域に浅井戸・深井戸による給水施設が整備される。 

 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

（ア） 必要資機材を調達する。 

（イ） 供与された資機材を使用して対象村落に井戸・関連給水施設を建設する。 

 

（４）投入（インプット） 

（ア） 日本側（本案件）：無償資金協力 5.03 億円 
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（イ） 相手国側 

1） プロジェクト実施に必要な人員（エンジニア、各種技能工、管理スタッフ等）

  2） 対象村落向け井戸・関連給水施設建設の工事費 

  3） 井戸・関連給水施設建設及びそのた運営・維持管理 

 

（５）実施体制 

主管官庁：アムハラ州水資源開発局（掘さく機械に関しては掘さく工事を担当するアム

ハラ州給水施設建設公社が維持管理する） 

 

4. 無償資金協力案件の内容 
（１）サイト 

エチオピア連邦民主共和国アムハラ州の 20 郡 
（２）概要 

上記 20 郡の対象村落における給水施設建設を実施するための井戸掘削リグ・作業支援 
車両・調査機器及び井戸 200 本分のケーシングパイプ・スクリーンの調達 

（３）相手国負担事項 
調達資機材を利用して 20 郡の対象村落における井戸 200 本および給水関連施設の建設 

（４）概算事業費 
概算事業費総額は 8.08 億円（無償資金協力約 5.03 億円、エチオピア国側負担 3.05 億円）

（５）工期 
E/N 締結後より約 14 ヶ月を見込む。調達工程は、実施設計および入札・業者選定・ 
契約を約 3.5 ヶ月、業者契約から機器製作・調達、工場検査、輸送、検収・引き渡し 
および運転指導を約 10.5 ヶ月で実施する。 

（６）貧困・ジェンダー、環境および社会面の配慮 
 
5. 外部要因リスク 

社会経済状況が悪化しない。 
 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 
特になし 
 

7.プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
   
  200 本の井戸新設 
 
（２） その他の成果指標：― 
（３） 評価のタイミング：2010 年以降 
 

 



6.  参考資料・入手資料リスト 
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資料 6：参考資料/入手資料リスト 

(1/3) 
番

号 
名称 形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ・ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ 
ｺﾋﾟｰ 

発行機関 発行年

1 LIST OF DIFFERENT DEMOGRAPHIC AND 
SOCIO-ECONOMIC STATISTICAL PUBLICATIONS

図書 ｺﾋﾟｰ CSA 2004 
 改定版

2 RETAIL PRICES OF GOODS AND SERVICES JUNE 
2004 MONTHLY STATISTICAL REPORT 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 2004 

3 ETHIOPIA STATISTICAL ABSTRACT 2003 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 2004 

4 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA RESULTS FOR SOUTHERN 
NATIONS, NATIONALITIES AND PEOPLE’S 
REGION, VOLUME I: PART V, ABRIDGED 
STATISTICAL REPORT 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1996 

5 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA RESULTS FOR AMHARA REGION, 
VOLUME I: PART V, ABRIDGED STATISTICAL 
REPORT 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1996 

6 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA RESULTS FOR SOUTHERN 
NATIONS, NATIONALITIES AND PEOPLE’S 
REGION, VOLUME I: PART II, STATISTICAL 
REPORT ON EDUCATION AND ECONOMIC 
ACTIVITY 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1996 

7 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA RESULTS AT COUNTRY LEVEL, 
VOLUME II, ANALYTICAL REPORT 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1999 

8 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA RESULTS FOR AMHARA REGION, 
VOLUME II, ANALYTICAL REPORT 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1998 

9 REPORT ON THE 1998 HEALTH AND NUTRITION 
SURVEY 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1999 

10 REPORT ON THE YEAR 2000 WELFARE 
MONITORING SURVEY, VOLUME I 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 2001 

11 REPORT ON THE YEAR 2000 WELFARE 
MONITORING SURVEY, VOLUME II 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 2001 

12 DANDO DRILLING INTERNATIONAL LTD 
(PAMPHLET) 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ DANDO - 

13 Atlas Copco, R50 Drilling Rig Data File 電子ファイル ｺﾋﾟｰ Atlas Copco - 

14 AGGGAR, Vol.9 No.3, April 2004 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ RWSEP 2004 

15 RURAL WATER SUPPLY AND ENVIRONMENTAL 
PROGRAMME IN AMHARA REGION, Oct 2000 

図書 ｺﾋﾟｰ RWSEP 2000 

16 Rainfall Data in SNNPR and Amhara States, 1999-2003 電子ファイル ｵﾘｼﾞﾅﾙ NMS - 

17 WELL COMPLETION REPORT ON KT ZONE 図書 ｺﾋﾟｰ SWRDB 2002 

18 Church of Christ Mission Water Development Project, 
A REPORT ON DRILLING & CONSTRUCTION OF 
25 SHALLOW WELLS AT SIDAMA & GEDEO 
ZONES 

図書 ｺﾋﾟｰ SWRDB 2004 

19 Project: Water Well Drilling / Shallow Bore Holes with 
Cattle Troughs 

図書 ｺﾋﾟｰ SWRDB 2002 

20 WELL COMPLETION REPORTS (Sidama, Gedeo, 
Guraghe, Hadiya and Gamo Gofa Zones) 

図書 ｺﾋﾟｰ SWRDB 2003 
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 (2/3) 
番

号 
名称 形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ・ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ 
ｺﾋﾟｰ 

発行機関 発行年

21 南部諸民族州政府 2004/5 年度および 2005/6 – 
2009/10 年度戦略計画（アムハラ語） 

図書 ｺﾋﾟｰ GoSNNPRS 2004 

22 南 部諸 民族 州政 府水 資源 開発 局戦略 計画

（2004/5-2009/10）（アムハラ語） 
図書 ｺﾋﾟｰ GoSNNPRS 2004 

23 ARTISAN PAYMENT GUIDELINE FOR WATER 
POINT CONSTRUCTION IN RWSEP 

図書 ｺﾋﾟｰ RWSEP 1996 

24 LOCAL ARTISANS AND THEIR ROLE IN 
GROUND WATER DEVELOPMENT 

図書 ｺﾋﾟｰ RWSEP - 

25 PROJECT APPRAISAL DOCUMENT ON A 
PROPOSED CREDIT IN THE AMOUNT SDR TO 
THE FEDERAL DEMOCRATIC REPUBLIC OF 
ETHIOPIA WATER SUPPLY AND SANITATION 
PROJECT 

図書 ｺﾋﾟｰ World Bank 2004 

26 Guidelines for grant applicants responding to the 
restricted Call for Proposals for 2004 

図書 ｺﾋﾟｰ European 
Commission 

2004 

27 Concept Paper on Rural Water Supply and Sanitation 
Initiative 

図書 ｺﾋﾟｰ AfDB - 

28 GUIDE TO RESULTS-BASED PLANNING & 
MANAGEMENT OF THE WOREDA RURAL 
WATER SUPPLY, SANITATION & HYGIENE 
PROGRAM 

図書 ｺﾋﾟｰ - - 

29 Ethiopia-MDGs Needs Assessment Draft Final Report, 
Water Supply 

図書 ｺﾋﾟｰ UNDP 2004 

30 Design Criteria on GPS and Spring On-spot for “the 
project for water supply in SNNPR (2004) 

図書 ｺﾋﾟｰ SWRDB 2004 

31 Operational Experiences on Small Community Scale 
Defluoridation Plants At Three Villages Near Alem 
Tena 

図書 ｺﾋﾟｰ - - 

32 NATIONAL ATLAS OF ETHIOPIA 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ EMA 1988 

33 1:50,000 Topographic Maps (Project Site of SNNPRS) 地図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ EMA - 

34 CUSTOMS TARIFF (Based on the 2002 version of the 
HS), Volume I 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ECA 2003 

35 CUSTOMS TARIFF (Based on the 2002 version of the 
HS), Volume I 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ ECA 2003 

36 Conference and Exhibition Guide, International 
Conference and Exhibition on Groundwater in Ethiopia

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ - 2004 

37 The WATSANCO HANDBOOK, COMMUNITY 
GUIDELINES 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ - - 

38 Woreda RWSSHP Operations Manual 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ - - 

39 WATER SECTOR DEVELOPMENT PROGRAME, 
2002-2016 

図書 ｺﾋﾟｰ MoWR 2002 

40 The Ethiopian Population Profile: 1999 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ NOP 1999 

41 Population & Development Indicators 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ NOP 2003 

42 THE 1994 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA, Summary Reports At Country and 
Regional Levels 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1998 

 
 
 
 
 



資料 6-3 
 

 
 

(3/3) 
番

号 
名称 形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ・ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ 
ｺﾋﾟｰ 

発行機関 発行年

43 THE 1984 POPULATION AND HOUSING CENSUS 
OF ETHIOPIA, ANALYTICAL REPORT AT 
NATIONAL LEVEL 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 1991 

44 Ethiopia Demographic and Health Survey 2000, 
Preliminary Report 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ CSA 2000 

45 National Water Supply and Sanitation Master Plan 
Study 

電子ファイル ｵﾘｼﾞﾅﾙ MoWR 2003 

注：CSA: 中央統計局、SWRDB: 南部諸民族州水資源開発局、NMS: 中央気象局、GoSNNPRS: 南部諸民州政

府、AfDB: アフリカ開発銀行、EMA: エチオピア地図局、ECA: エチオピア関税局、MoWR: 水資源省、

NOP: 中央人口局 
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